































































































大学史全体 15名、本学創設 5 名、 ドイツの大学
5 名、米国の大学 3 名、教育改革 2 名、大学紛争

























ったが、 2 月 17 日に辞任が承認された。救援・
捜索活動は l 月 15 日から 5 月 7 日まで四期
に分けて行われたこの聞に l l 名の遺体は発
見されたが残る 2 名の遺体の手がかりがつか
めず、対策本部としては組織的かっ連続的な




























































がら 6 度も登山し、探し続けた結果、 2 遺体
を発見することができた。それは捜索打ち切
りの直前のことだった。心を痛める事件だっ
た。私がこの二つの事件を通じて言いたいの
が、まず当時の学長であった本間喜一氏の態
度である。愛知大学事件の時は、司法の場で
堂々とした紳士的態度、そして薬師岳遭難の
時は素早い対応と、そして「天災地変にも責
任を負う J と言い、辞職した姿。この人がい
なければ今の愛知大学は存在しなかっただろ
う。そしてもう一つは本間喜一学長を先頭と
して教員・学生が一丸となって学園に尽くし
ている所である。中国上海で始まった東亜同
文書院から戦後豊橋へ愛知大学とし、そして
今に至る 60年の聞にいろんな事件が起こっ
たが、特に「愛知大学事件」「薬師岳遭難J
を風化させてはいけないし、同時にこの裏で
は本間喜一氏、愛知大学教員・学生の姿があ
ったからこそ今もここに愛知大学があること
を忘れてはならない。そしてその精神を受け
継いで私達は大学生活を満喫すべきであると
思った。
薬師岳の山岳部遭難事故、愛大事件での本間名
誉学長の対応が最も学生達に印象深く受け止めら
れたようである。
「大学史の授業を受講した感想をまとめてくだ
さい」では、次のようなものがあった。
愛知大学に入学してから大学の歴史につい
て知ることは、まったくありませんでしたが、
半年聞の授業や豊橋キャンパスツアーを通し
て、長い愛知大学の歴史を学ぶことができて、
本当によかったです。特に豊橋キャンパスツ
アーでは実際に歴史ある豊橋校舎へ行って、
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愛知大学東亜同文書院記念センターの中を見
学したりして、授業では学べないことがたく
さんあり、自分が通う大学について誇りを持
てるようになりました。
上記感想文にもあるように、今年度から名古屋
校舎の学生達にも豊橋校舎キャンパスツアーを実
施できた。それは大学の歴史を日と耳、そして肌
で感じて欲しかったからである。キャンパスツア
ーの最後に重厚な雰囲気の漂う愛知大学記念館の
前で応援団の皆さんから見学の学生達にエールを
贈っていただいた。ささやかな企画かもしれない
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が、このことから愛知大学に学ぶ学生としての自
覚、両校舎の学生達との間にあらたな友情と紳が
生れればと考えたからである。
学生達は両校舎とも真剣に受講した。答案も「持
込物不可」であるにもかかわらず、たくさんの内
容を書いてくれた。授業の内容や講義方法の改善
はこれからも怠つてはならないが、この r大学史」
という科目が今後ますます充実し発展していくこ
とを願わずにはいられない。学生の答案からその
ことの意味をますます感じた次第である。
